
､緊急対応部隊

　
【
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
ー
樋
原
瓢

樹
】
Ｓ
瀋
恥
曝
軍
は
二
十
Ξ
日

午
前
十
時
（
日
本
時
間
間
午
後

五
時
）
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ

ゴ
ピ
ナ
の
首
都
サ
ラ
エ
ボ
に
匍

皿
肇
″
戦
車
部
隊
な
ど
配
置

た
。
六
月
の
緊
急
対
応
部
隊
創

設
後
、
初
の
本
格
的
な
腰
開
に

よ
ｎ
ぺ
国
瀧
が
セ
ル
ビ
ア
人
勢

力
と
直
接
軍
事
対
決
す
る
可
能

性
が
高
ま
り
、
平
和
寒
持
扇
動

は
新
た
な
局
面
に
突
入
し
た
。

　
ザ
グ
レ
ブ
の
国
連
防
護
軍
本

部
に
よ
る
と
、
緊
息
対
応
部
隊

は
ボ
ス
ニ
ア
中
部
の
ゴ
ル
ニ
バ

コ
フ
な
ど
三
都
市
に
常
駐
し
て

お
り
、
砲
兵
部
隊
ｔ
中
心
に
、

戦
車
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
が

サ
ラ
エ
ボ
に
出
動
。
セ
ル
ビ
ア

入
勢
力
の
攻
勢
に
対
し
、
現
地

の
防
護
軍
を
強
化
ず
る
。
特
に

今
回
、
国
連
輸
送
部
隊
が
攻
撃

さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
兵
が
死
亡
し

た
サ
ラ
エ
ポ
南
西
部
の
イ
グ
マ

ン
山
付
紐
に
巣
中
し
て
展
開
す

る
見
込
み
と
い
う
。

　
派
遣
部
隊
は
英
仏
車
が
中
心

に
な
る
。
緊
尊
対
応
部
隊
は
総

数
が
現
在
一
万
二
千
人
だ
が
、

問
本
部
は
サ
ラ
エ
ポ
ヘ
の
派
遣

兵
士
総
数
は
胴
か
し
て
い
な

い
。
同
本
郎
に
よ
る
と
、
命
令

発
動
か
ら
四
丿
玄
時
間
で
、
現

地
に
到
着
、
。
展
開
が
開
始
さ
れ

る
予
疋
だ
。

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
空
爆

喉
補
地
な
ど
検
討

l

a
s
5
ュ
ッ
セ
ル
2
3
日
谷
口

長
世
』
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
ロ
ン
ド
ン

兪
鱗
そ
受
け
、
空
爆
を
中
心
に

二
十
二
日
か
ら
ボ
ス
ニ
ア
の
国

遠
雷
晏
全
地
域
ゴ
ラ
ジ
ュ
デ

防
斯
業
策
定
に
入
っ
た
。
二
十

三
日
に
軍
事
委
員
会
が
煮
紡

め
、
二
十
四
日
に
正
式
に
理
事

会
を
開
き
、
承
認
す
る
見
遁
し

だ
。
セ
ル
ビ
ア
人
勢
力
の
弾
薬

庫
、
司
令
部
な
ど
が
｛
″
殲
の
標

的
候
補
に
挙
が
っ
て
い
る
と
い

う
。

明石氏､一層窮地に

空爆への拒否権奪われ

　
　
【
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
2
3
日
福
原
置

息
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ

ビ
ナ
情
勢
に
関
す
る
ロ
ン
ド
ン

の
関
係
国
外
相
・
’
国
防
相
会
議

を
き
っ
か
け
に
、
照
君
康
・
国

連
事
務
総
長
特
別
代
表
が
一
層

厳
し
い
立
場
に
追
い
込
ま
れ

た
。
北
大
西
洋
条
約
機
構
’
（
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
）
箪
の
空
爆
決
定
プ
ロ

セ
ス
か
ら
排
除
す
る
「
明
石
は

け
る
セ
ル
ビ
ア
人
勢
力
の
攻
撃

に
対
応
す
る
た
め
緊
急
対
応
部

隊
の
サ
ラ
エ
ポ
出
動
’
１
零
、

戦
車
部
隊
な
ど
を
サ
ラ
エ
ポ
周

辺
に
配
置
ず
る
こ
と
そ
決
定
し

一
Ｈ
Ｈ
Ｈ
1
1
一
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

ず
し
」
が
東
在
化
。
米
政
府
、

ボ
ス
ニ
ア
政
府
か
ら
の
「
セ
ル

ビ
ア
人
勢
力
寄
り
」
と
の
批
判

と
国
連
の
威
信
低
下
の
中
で
、

仲
介
９
と
し
て
の
囮
右
氏
は
、

大
き
な
足
か
せ
を
は
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。

明石車特別代表

　
明
石
氏
の
「
指
揮
権
」
を
一

助
う
と
す
る
勣
き
は
、
六
月
の

英
仏
に
よ
る
緊
急
対
応
部
隊
創

設
の
時
点
か
ら
あ
っ
た
。
当
初
、

欧
米
鱗
国
は
「
指
揮
権
は
現
地

の
司
令
官
が
振
る
」
と
し
、
国

連
防
護
軍
を
指
声
す
る
明
石
氏

と
は
別
の
指
揮
系
統
を
求
め

た
。
し
か
し
圀
９
ａ
反
発
。

「
指
揮
系
統
と
罵
言
方
法
に
は

慎
重
で
あ
る
べ
き
だ
」
と
声
明

を
出
し
、
紡
局
国
瀋
の
指
揮
下

に
落
ち
着
い
た
経
緯
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
今
回
の
会
議
で
は
、

そ
れ
ま
で
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
の
｛
癩

の
前
捷
だ
っ
た
明
石
氏
の
「
承

継
」
プ
ロ
セ
ス
を
排
除
。
リ
フ

キ
ン
ド
英
外
相
が
会
見
で
「
空

爆
は
わ
ず
か
数
分
で
決
定
さ
れ

る
」
と
饗
ち
か
に
す
る
な
ど
、

明
石
氏
の
拒
否
権
を
Ｉ
う
決
定

を
下
す
に
埜
っ
た
。

　
一
方
で
胴
詞
民
！
ヌ
え
る
Ｉ

連
仰
に
も
見
切
り
を
つ
け
る
雰

囲
気
が
出
て
き
た
。
ガ
リ
事
務

総
長
咳
ｔ
一
四
日
、
旧
ユ
ー
ー
ゴ
ス

ラ
ピ
ア
和
平
国
際
会
議
の
ス
ト

ル
テ
ン
ペ
ル
グ
議
長
を
特
使
と

し
て
現
地
に
派
蕭
す
る
、
と
発

表
。
表
向
き
は
「
明
石
代
表
の

権
限
は
今
ま
で
遡
り
」
と
説
明

し
て
い
る
が
、
国
濤
箭
は
「
空

爆
な
ど
の
決
定
に
時
間
が
か
か

り
す
ぎ
る
八
と
い
う
欧
米
や
ボ

ス
ニ
ア
政
府
の
批
判
に
国
蔦
も

問
攬
し
た
」
と
解
説
ず
る
べ

ま
た
ポ
３

か
ら
明
石
氏
を
批
判
。
十
二
日

に
は
、
ｉ
連
指
恵
安
全
地
域
ス

レ
フ
レ
ニ
ツ
ァ
陥
鼎
の
責
任
か
。

ら
辞
任
を
寮
求
し
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
ロ
ン
ド
ン
会
議
の

望
に
よ
り
必
罠
″
髪

ｌ
の
状
況
に
追
い
蛋
れ
た

の
は
間
違
い
な
い
、
と
い
う
の

が
国
連
筋
の
一
致
し
た
見
方

だ
。
現
地
に
駐
在
す
る
特
別
代

表
と
し
て
、
国
連
平
和
維
持
盾

勣
の
か
な
め
で
あ
る
だ
け
に
、

囮
君
氏
の
き
わ
ど
い
綱
微
り
が

し
ば
ら
く
続
き
そ
う
だ
。
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